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【要約】 

県内最大のカンキツ産地を有するＪＡ蒲郡市は、地域の新たな担い手育成のため、栽培初

心者向け講習会「蒲郡みかん塾」を開講した。親元就農者や定年帰農者などを対象に、年間

８回、カンキツ栽培に関する講義と、圃場での実習を開催した。 

 

１ はじめに（目的） 

蒲郡市は県内最大のカンキツ産地である。しかし近年、生産者の高齢化や後継者不在に

よる担い手不足が原因となり、栽培面積の減少が問題となっている。 

ＪＡ蒲郡市はその状況を打開するため、地域の新たな担い手確保を目的とし、栽培初心

者向け講習会「蒲郡みかん塾」を 2023 年２月に開講した。 

 

２ 活動概要 

蒲郡みかん塾では、親元就農者や定年帰農者などを対象に、年間８回、栽培に関する基

礎的な講義と、みかん圃場での実習を開催する。2023 年に募集したところ、定員 10 名を超

える 13 名の応募があり、全員を第一期生として受け入れた。 

 

３ 活動結果 

担い手にとって効果的な講義内容とするため、内容

や活動方針について、ＪＡ蒲郡市の担当者と農業改良

普及課は定期的に検討会を開催した。 

検討会議では塾生から要望があった講義内容や、地

域の優良園地視察の開催などについて協議し、当初予

定の無かった講義内容についても柔軟に実現した。ま

た、講義当日は、農業改良普及課が座学と実習の講師

を担当し、座学では、栽培に関する難しい専門用語を

できる限り平易な言葉に置き換える工夫をし、塾生の

理解を促した。 

実習では、ただ管理作業を行うだけではなく、なぜ

この作業が必要なのか、適期に実施するメリットや、時期が外れた場合のデメリットなど、

管理自体の目的・意味と効果について解説することを心がけた。また、ＪＡ蒲郡市はみか

ん塾の運営と実技指導を担当し、蒲郡柑橘組合役員は、自園のカンキツ栽培で工夫した点

について助言するなど、関係機関がそれぞれの立場で受講生に対し就農に向けた支援に取

り組んだ。 

その結果、最終講義終了後に塾生に対し、みかん塾についての満足度調査をアンケート

実施したところ、５段階評価で平均 4.5 と高い評価を得ることができた。 
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最終講義終了後、塾生に対し就農意向アンケートを実施したところ、13 名全員が将来的

には就農したい意向を示した。 

 

４ 今後の取組 

アンケートでは、みかん塾の改善点についても一期

生に質問した。結果を集計後、検討会議でＪＡ蒲郡市

担当者と分析した。苗木の定植を学びたいという要望

があったため、早速、第二期で苗木定植講習会を新設

し、希望する一期生も受講できるようにした。この様

に、毎年受講生から改善点を確認し、次年度からのみ

かん塾の内容に反映することで、より充実した講習会

としている。 

2024年に開講した第二期蒲郡みかん塾には11名が

加入した。農業改良普及課は、ＪＡや蒲郡柑橘組合な

ど、関係機関と連携を強化し、今後も蒲郡みかん塾の運営を支援し、県内最大のカンキツ

産地の新たな担い手確保に取り組んでいく。 
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図２ 新設した苗木定植講習会 


